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2012年度に予定していた研究実施計画は、おおむね順調に消化することができたが、今年度におい
ても、 20日年度に続いて、かつて宮城県石巻市文化センターに所蔵されていた布施辰治文書(小作争
議および米騒動関係資料)をデジカメ撮影する計画を実施することはできなかった。 2011年3月の東
日本大震災のため、文化センターが全壊し、布施辰治文書のほとんどは幸いに損傷を免れたものの、
その後、宮城県多賀城市にある東北歴史博物館に移管され、現在、仮保管中であり、閲覧利用できな
い状態が続いているためである。
その他の資料収集計画については、実施計画にそって実施することができた。
圏内資料調査としては、京都・静岡・富山・広島・宮崎の米騒動関係史跡の巡見および、当地の公
共図書館・文書館などに所蔵されている小作争議およぴ米騒動関係資料について閲覧・収集を行った。
当地の府県市史などでも小作争議や米騒動に関しては詳しい記述があり、また関係する裁判関係資料
についても、石巻市文化センター所蔵の布施辰治文書中に散見される(目録から確認できる)が、近
い将来、閲覧が可能になった段階で、これらの関係資料を比較対照し、整序する作業を行いたいと考
えている。
国外資料調査としては、台湾二林煎糖農民組合騒擾事件(小作争議)について布施辰治が台湾各地
で行った巡回講演および台北高等法院覆審部における弁護活動について、その事跡を巡る調査活動を
行った。布施は、 1927(昭和2)年3月に、控訴審において被告農民たちを弁護するため、初めて台
湾へ渡っている。台湾二林煎糖農民組合騒擾事件とは、製糖会社に安定的に安価な原材料を供給する
ため、総督府の政策として、原料採取区域制度が設けられ (1製糖場取締規則J1905)、台中州北斗郡
二林庄では林本源製糖会社が独占的に甘煎(サトウキピ)を購入する権限を有していたのだが、その
買付け価格が他社と比較してあまりに安価であったため、甘煎生産農民らが「文化協会」の支援をう
けて、若き医師李応章の指導の下に「煎農組合」を設立し、会社に対して、事前の買付価格の公示な
ど三項目を要求したのに対して、会社側はこの要求を拒否し、 1925(大正14)年10月、警官に護衛さ
れて甘煎の刈り取りを強行、農民側がこれを実力で阻止しようとしたため、業務妨害教唆・騒擾・業
務妨害・公務執行妨害あるいは傷害の罪で400名余りが逮捕された(最終的に23名が有罪判決を受けた)
事件であり、台湾における最初の農民運動として広く知られている。布施が渡台した目的は、右事件
の弁護にあったことが第ーだが、それと連動して、台湾各地で巡回講演を行うことでもあった。 3月
20日午前7時に基隆港に到着、 29日午後4時に同地を出発するまで、台湾には9日間・225時間の滞在
にすぎなかったが、その問、驚くべきことに、 23~25 日の 3 日間の法廷弁論と、 30ないし32回の講演
をこなしている。今年度の調査では、台南市にある長栄大学応用日語学系助理教授の江旭本氏の助力
をえて、現在の彰化県二林区を訪れ、事件関係資料が展示されている同地区の小学校敷地内の資料館、
布施が演説を行った仁和宮、台湾人指導者の李医師宅跡をめぐり、さらに当地の郷土史家である貌金
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械氏の案内で、李氏の子孫に当たる李子麟氏(医師)とも面談した。その他、嘉義市において布施が
演説を行った公会堂を経て、岡市郊外の旧林本源製糖工場跡地・台湾総督府木材工場跡なども巡見し
た。布施が訪れたすべての土地を網羅的にたどる作業は、今後の課題とせざるをえないが、その一端
とはいえ、台湾中部における布施の足取りを(日本人としておそらく初めて)、克明にたどることがで
き、また二林で李氏の末商と意見交換できたのは、貴重な成果であった。なお、布施の渡台について
は、『台湾民報』が随時報じているため、台北の台湾国家図書館などにおいて、同紙記事の検索作業な
ども実施した。
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